
群馬工業高等専門学校　2007 年度シラバス　8008520008AP/20120321

( 科目コード：8008520008AP)

【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】光波工学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】２年間科目・2 単位
【対象学科・専攻】生産システム工学専攻・学年共通
【担当教員】

櫻井 治男

【授業目標・教育方針】
光に関する現象と応用は古くから研究されてきたが，光通信や光ディスクの普及でますます重要になっている。
本講義では主に波動光学の立場から光現象を理解することをめざす。
毎回テーマを設定し，そのテーマをいろいろな角度から捉えられるように，学習する。
基本的な式を自分で計算し，その意味が判るようになることをめざす。
光波応用デバイスやシステムについて，その基本的概念を理解する。

【授業概要】
・光に関する歴史的概観，波の表現，波の伝搬，ホイヘンスの原理
・干渉，回折，散乱，偏光，異方性
・レーザ，ガウスビーム波，光通信，回折格子，光ディスク

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：波動光学入門：山崎正之他：実教出版
参考書：光とレーザー：陳　軍・山本将史：オーム社
参考書：光波工学：栖原敏明：コロナ社
参考書：光波エレクトロニクス：富田康生：培風館
参考書：電波工学：上崎省吾：サイエンスハウス

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【備考】
学科３－４年の応用物理で学んだ振動・角運動・波を復習しておいてください。

【成績評価方法】
［前期］期末試験：80%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力
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【授業計画】（授業名：光波工学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 光の本質 歴史的概観
粒子性
波動性
光量子

第 2 回 波の表現 正弦波と複素数表現
単振動と進行波
定在波

第 3 回 波の伝搬 進行波と後退波
平面波と球面波
球座標と円柱座標

第 4 回 ホイヘンスの原理 ２次波と波面
キルヒホッフの式
屈折の法則

レポート

第 5 回 干渉 波の重ね合わせ
干渉縞，薄膜

小テスト

第 6 回 回折 回折波
フラウンホーファー回折
回折限界

第 7 回 散乱 青い空とレイリー散乱
夕焼けとミー散乱
レーダ

第 8 回 偏光 横波
直線偏光，楕円偏光
ジョーンズ記法

第 9 回 異方性 方解石
ジョーンズ行列
波長板

レポート

第 10 回 レーザ レーザ光の発振原理
可干渉性

小テスト

第 11 回 ガウスビーム波 レーザ光とガウスビーム波
球面波との違い

第 12 回 光通信 光ファイバ
波長多重

第 13 回 回折格子 回折格子の構造
ｎ次回折波

第 14 回 光ディスク 光ディスクと回折格子
０次光と１次光

レポート

第 15 回 試験 試験
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